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平成2 1年 7 H 刊 土 地 改 良 だ よ り 第 436 号

を逢さぞ礎など裁き裁きミ挽き,きき轢ききざふき蕎はぎ

常務理事 松 嶋 晃 生

ゑ, 講 会員の皆様に は、 日 頃か ら農業農村整備事業の推進、 本会の業務運

営につ き ま し て 、 ご指導 ご支援を頂いてお り ま す こ と に厚 く お礼申 し せ みず ま す。

私 こ と 、 第52回通常総会に お いて常務理事に選任さ れ、 4 月 1 H 着任い た し ま し た 。 本会

の発展の た め 、 微力で は あ り ま すが全力を尽 く し て参 り ま すので、 ご支援の ほ ど宜 し く お願

い い た し ま す。

鳥取県に お け る 農業農村整備事業は 、 先人の積極的な取 り 組み に よ り 、 は場整備 ･ 畑地か

んがい ･ 農業集落排水事業等一定の評価を頂いてお り ま すが、 農業生産は、 経済の グ ロ ー バ

ル化 ･ 農業従事者の高齢化等経済社会構造の変化の波を受け、 非常に厳 し い状況が続いてお

り ま す。

し か し な が ら 、 世界的規模での人口増加 ･ 地球環境改善への対応 と い う 観点か ら 、 日 本に

お け る食料の安定供給の確保 ･ 農業農村の振興は必要不可欠の も ので あ り 、 我々 土地改良事

業団体連合会は、 会員の皆様 と 足並みを そ ろ え 、 こ の 目標に向か っ て邁進す る所存であ り ま

す。

そ の た め に は、 本会の既存事業は も と よ り 、 農地 ･ 水 ･ 環境保全向上対策、 水土里情報利

活用促進事業の推進、 農業水利施設等の劣化診断 ･ 延命化技術、 水田 ほ場の地 ドかんがい技

術、 農業水利施設を活用 し た小水力発電技術等時代が求め る新技術の修得 ･ 研鑽、 更に は、

今年 2 月 に鳥取県知事 と 土地改良関係者 と の意見交換会を通 して実現 し た よ う な 、 農家の

｢声｣ を行政 に届 け る こ と を行い 、 会員サ ー ビ ス の 向上に努め た い と 考え てお り ま す。

ま た 、 平成2 1年度は、 経済不況対策に係 る 県の緊急雇用創出事業を受託 し 、 公益法人 と し

て の責務を よ り 一層果たすべ く 職員一同奮闘 してお り ま す。

最後に な り ま し た が、 き め細か く 皆様の声を聞 き 、 業務に反映 さ せ る た め に 、 土地改良区

総会 ･ 理事会等い ろ い ろ な機会 に積極的に 出か けて い く 所存であ り ま すの で、 是非声をか け

てや っ て い ただ き ま す よ う お願い い た し ま す。

今後 と も 、 会員の皆様か ら信頼さ れ る よ う 精励す る こ と を お誓い 申 し ヒ くザ ま す と共に、 皆

様の ご健勝を祈念い た し ま し て ご挨拶 と さ せて い ただ き ま す。
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(球撻第50回 全国土地改良功労者表彰式滲むJ

3 月 2 5 日 、 第50回全国土地改良功労者表彰式 (全国水土里ネ ッ ト 主催、 農林水産省後援、

全国市長会 ･ 全国町村会協賛) が東京都の シ ェ ー ン バ ッ ハ砂防に お い て行われ ま し た 。

本県か ら は 、 次の団体及び個人が受賞さ れ ま し た。

■団体表彰

金 八東土地改良区 』 客恐　

銀 貝 郡家土地改良区 ′ o z o
銀 賞 北谷土地改良区 /

■個人表彰

生田 格宣 (米子市四ケ村堰土地改良区理事長)

生田 幹仁 (天神野土地改良区事務長)

木町 順子 (元光徳名利庄内土地改良区合同事務所職員)

鳥取県受賞関係者の皆様

左か ら 、 北谷 (西山義治理事長) ･ 生田幹仁事務長 ･ 水土里ネ ッ ト と っ と り (木村会長) ･

生田格宣理事長 ･ 八東 (西川博昭理事長) ･ 水土里ネ ッ ト と っ と り (七理前常務理事)
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平成20年度農業農村整備事業優良地区コンクール表彰
･ 一▼ な ん~ ゞ) ) … ｣ ‘ が ‘ ‘ )〉 、 、 - - ‘ ‘ き ＼ ""V ノ ム ‘ ^ ‘ ′ 〉 、 … ′ - “ ′ 、 、 ^ " ‘ “ 、 , 、

土地改良功労者表彰 と 併せて、 農業農村整備事業の実施に よ り 、 効率、 安定的 な農業経営

を行 う た め に 、 生産性、 収益性の高い農業展開を推進 し て い る地区、 ま た 、 独 自 の施策展開

に よ り 農村振興 と 活力 ･ 個性あ る地域づ く り を進めて い る 地区及び団体が表彰さ れ、 全国で

21 の地区 ･ 団体が受賞 さ れ ま し た 。

優 良 地 区 一 覧 表
賞の種類 選定区分 道府県名 ･ 市町村名

農 林 水 産
大 臣 賞

( 4 )

栃木県 大田原市

島根県 安来市

千葉県 長生郡睦沢

農村振興 町 ･ 一宮町
整 備 静岡県掛川市 ･ 袋井

市 ･ 磐田市

農業生産
基盤整備

農 村 振 興
局 長 賞

( 6 ) 農村振興
整 備

農業生産
基盤整備

全国水土里
ネ ッ ト

会 長 賞
(竹 )

北海道 岩見沢市

山 口県 柳井市

愛媛県 八幡浜市

青森県 八戸市

岐阜県 多治見市

福岡県 星野村

北海道 石狩市

石川県 白山市

石川県 津幡町

兵庫県 三木市

和歌山県 御坊市

北海道 南幌町

神奈川県 足柄郡
開成町

地区 (団体) 名 参加団体名

金田北部 2 期地区 金田北部土地改良区

宇賀荘地区農業農村
宇賀荘第 乍 第 2 地区 基盤整備推進協議会

安来市土地改良区

長生南部地区

遠州南部地区

豊正中央地区

大里地区

川上地区

l 島守盆地地区

廿原地区

星野地区

高岡地区

城山地区

市谷地区

三木北部地区

名 田地区

I 夕張大地区
--

開成北部地区

西本荘地区

豊田地区

蒼社川地区

神前地区

睦沢町 ･ 一宮町

N P O法人 と う もん

の会

北海土地改良区

柳井市土地改良区

八幡浜市土地改良区

島守田園空間博物館
運営協議会

- 有限会社廿原ええのお
星野村

石狩市

吉原土地改良区

津幡町

三木市

水土里ネ ッ ト 名 田周辺

南幌町

開成町
　

l 西本荘生産組合
下関市

今治市

神前ふる さ と を守る会

塁枷澗 兵庫県 篠島市
山 口県 下関市

愛媛県 今治市

京都府 亀岡市
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ゞぷい ＼ ＼ さ い ＼ ＼ " 、 さ き 、トミ 、 、 ゞ ゞ ‐ ＼ ＼ ゞ ＼ ＼ ふ い 、 も ぐ 、

4 月 1 7 日 (金) 、 鳥取市内の ｢ホ テ ルモ ナ ー タ鳥取｣ に於い て 、 『平成2 1年度 鳥取県農地 ･

水 ･ 環境保全協議会通常総会』 を開催 し ま し た。

当 日 は 、 本年度よ り 新た に入会予定の智頭町 も 出席 さ れ、 不ホ寸協議会長の挨拶の後、 会長

が議長 と な り 議事を進行 し ま し た 。

主な議事 と し て は 、 ｢平成20年度事業報告及び収支決算につ い て｣ 、 ｢平成2 1年度事業計画

及び収文予算につ いて｣ で あ り 、 すべて原案どお り 承認 さ れ ま し た 。

ま た 、 そ の他 と し て 、 ｢支援交付金業務方法書の改正につ いて｣ の報告が さ れま し た 。

本協議会 も 発足 し て 3 年 ロ と な り 、 1 9年度か ら継続 し て共同活動 (3 28地区) 、 営農活動

( 1 3地区) を実施す る組織に加え、 本年度 も約34地区の活動組織が採択 さ れ る 予定です。

本年度に於 い て は 、 事業開始か ら 3 年 目 を向かえ る 組織 (246地区) に つ い て、 体制整備

構想 (案) を作成 し 、 提出す る 必要があ る事か ら 、 協議会 と し て も更な る 指導や事業推進、

ま た 、 支援交付金の交付事務を中心 と し て業務を行 っ て い く 予定に し て お り ま す の で 、 会員

の皆様の ご支援 ご協力をお願い い た し ま す 。

き◆ 二戸 きざき学事幾を襲爵 議 、囃し螂総箒塾淺轢臺.讓巍
　　　

　 　　　　　　　　　 　　 　 　 　

　 　 　 　 　 　　　 　 　

l 木村会長挨拶 一コ
　 　

l 総 会 風 景 l

ー リ ー
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2汎飼遭輯纒動嘩圓圓圓蝿蒲蒸賞
　 　　　

5月 29 日 (金) 中国四国農政局 に お い て、 全国の模範 と な る 2 1世紀 ヒ地改良区創造運動を
展開 し て い る 水土里 ネ ッ ト (土地改良区) を表彰す る こ と に よ り 、 水土里 ネ ッ ト 関係者の運
動意欲の高揚 と意識改革を図 る と と も に 、 そ の成果を広 く 国民に ア ピ ー ルす る こ と を 目 的 に
し た ｢2 1創造運動大賞｣ 中国四国地方選考委員会が開催 さ れ、 島根県の水=l 二里 ネ ッ ト 奥出雲
と 、 高知県の水土里 ネ ッ ト 土佐が中国四国地方大賞に決定 し ま し た 。
地方大賞は、 都道府県水土里ネ ッ ト か ら 推薦 さ れた水土里 ネ ッ ト の う ち 、 各 ブ ロ ッ ク に お

い て特に優れた運動を展開 し て い る 水土里ネ ッ ト が受賞 し 、 大賞 (全国) 、 地方大賞の う ち 、
特に優れた運動を展開 し て い る 水土里ネ ッ ト が受賞 し ま す。
地方入賞の水土里 ネ ッ ト は、 6 月 18 日 (不) に 中国四国土地改良事業団体連合会協議会総

会にて表彰 さ れ、 中央選考委員会の最終審査に よ り 選定 さ れた大賞 (全国) は 、 平成22年 3
月 の全国土地改良事業団体連合会総会に併せて表彰さ れま す 。

6 月 18 日 (木) 鳥取市の ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ に お いて、 中国四国土地改良事業団体連合
会協議会総会並びに 21創造運動大賞中国四国地方大賞の表彰式が開催さ れ ま し た 。
総会で は、 本会の木村肇会長の挨拶に続いて、 2 1創造運動大賞中国四国地方大賞の表彰式

があ り 、 前述の 2 団体の水 f も里 ネ ッ ト が表彰を受け ま し た 。 ま た 、 来賓の中国四国農政局の
勝山達郎局長、 鳥取県の藤井喜臣副知事か ら祝辞を頂 き ま し た 。
議事は 、 本会の木村会長が議長 と な り 農業農村整備事業の制度等に関す る提案事項等につ

いて協議 さ れ 、 1 2項 目 の提案を行 う こ と を決定 し 、 7 月 8 、 9 日 に関係機関へ提案要望等の
活動を実施す る こ と に な り ま し た 。

勺" 〆 “ 鳶 き ←ミ"がチ 礬きき ん“ 一 残務ミ ~Mm,が貸ゞマ ア ー ミ ぎ
　 　 　 　 　 　　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　　 　

　 　　
　 　 　　　

　　　 　　 　 　　 　 　　 　　　

21創造運動地方大賞表彰式i 開会にぁた り木稲套長挨拶 l 美 式 ｣

　 　　　　　　　

　 　　　
　　　 　 　 　 　 　　　 　

　　　 　　 　　 　 　 　 　 　 　

を箋騒ご 錘摯淺盪｣讓 義 浄遼塞 い讓雙 l鰐報,

こ爾醇農政局長か らの祝辞 J l一 議覇糟にニニコ
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7 月 8 曰 く水) ~ 9 日 (水) 東京に お い て、 6 月 1 8 日 (木) の 中国四国土地改良事業団体

連合会協議会総会で協議決定 さ れた提案要望等の活動を、 中国四国 9 県の水土里 ネ ッ ト の代

表が参加 し て実施 し ま し た 。

提案要望は、 石被農林水産大臣を は じ め国会議員、 農林水産省の農業農村整備事業関係機

関、 財務省に対 し て行い 、 提案内容は次の お り です。

き聴講醗きき霜鯖き潔郷 ふ いゞ >" …
　　　 　　 　　　　 　　 　　　　　

　　　　 　　　　　 　　　

　 　　　　　　 　

き "

　　 　 　 　　 　 　 　　　

　 　 　 　 　

l 保利耕輔政務調査会長への要望活動 1匡石破茂農彌覇鞆蔑騙可

提案 傭 水土里情報刺活用促進事業の制度拡充について

観状と課題

現在、 水土里情報 (農地、 施設等情報) は着実に整備 さ れつ つ あ る が、 今後は水土里情

報セ ン タ ー がそ の整備 し た デー タ ベ ー ス を的確に更新 し て運用す る こ と と 、 土地改良区な

どの利用団体がそ の デー タ を如何に利用 ･ 活用 し て効率的な施設の管理業務を実施す る こ

と が求め ら れ る 。

し か し な が ら 、 シ ス テ ム の管理経費等は利用団体で あ る 県市町村、 土地改良区等が担 う

こ と と な り 、 財政が逼迫 して い る過半の団体に と っ て大 き な負担 と な る こ と が想定さ れ る 。

ま た 、 - %地改良区な どの施設管理者の世代交代や既存の土地改良施設の紙デー タ が劣化

す る な どで施設情報の適切な継承が困難 と な る こ と が危惧 さ れて い る 。

撮葉の内轡

水主里情報セ ン タ ー が管理す る情報 シ ス テ ム の運用管理、 デー タ の追加お よ び更新等の

費用 に対す る 支援制度の創設。

県市町村 ･ I %地改良区等の管理主体が施設を適切に管理実施す る た め の電子デー タ 化お

よ び ソ フ ト の開発等に対す る 文援制度の創設。

提案 2 農地 ･ 水 ･ 環境保全向上対策の制度拡充について

,魂状と課題

｢農地 ･ 水 ･ 環境保全向上対策｣ は 、 農家を は じ め 、 自 治会や子供会な ど地域住民が一

丸 と な り 、 農地や農業水利施設な どの保全管理や農村環境の向上に向 け 、 創意工夫を生か
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し た 活動に取 り 組んで い る 。

し か し 、 水路や農道な ど土地改良施設は農振農用地区域に限定 さ れ る こ と な く 、 地域全

体での利用や維持管理が行われて い る 。 と り わ け、 農振白地地域が多 く 設定 さ れて い る都

市近郊地域で は混住化が進行 し 、 土地改良施設の適切な保全管理が喫緊の課題 と な っ て い

　　 　

濃嚢鱗内轡

共同活動に係 る 交付金算定対象農地につ い て 、 農振農用地区域か ら農振地域への拡大 と

二期対策に よ る 事業の継続。

提案 3 中山間地域等直接支払制度の見直 し について

現状と謀議

本制度は 、 中山間地域の農用地は、 急傾斜 ･ 小区画等に よ り 農業生産条件が不利で、 離

農や耕作放棄地の発生が懸念さ れ、 中山間地域の農業 ･ 農村が持つ水源かん義、 洪水の防

止、 土壌の侵食や崩壊の防止な どの多面的機能を保全す る必要か ら平成12年度に創設 さ れ

た 。

し か し 、 平成19年度よ り 農地 ･ 水 ･ 環境保全向上対策が施行 さ れた こ と に よ り 、 共同

活動につ いて は同対策で取 り 組む こ と がで き る こ と か ら 、 中山間地域等直接支払制度で は

農業生産条件の不利地補償 と し て交付金の全てを配分す る 制度 と す る こ と を要望。

提葉の内養

中山間地域等直接支払制度の交付金の全額を各協定農業者等に配分す る 制度に改正。

提案 4 土地改良施設の用途廃止に伴う譲与先の明確化について

現状と課題

旧国営施設の管理委託を受けて い る - %地改良区は、 不要 と な っ た施設を用途廃止 し撤去

し た上で、 解散す る こ と を希望 し て い る 。

用途廃止の方法は土地改良法上、 譲与、 売 り 払い 、 物品編入の 3 通 り あ る が、 受 け手が

な ければ、 用途廃 止 し た施設を存置 し続 け る し か方法が無 く 、 現実的な解決手段 と な っ て

い な い 。

提案の内容

土地改良施設の用途廃止に伴 う 処分方法 と し て ｢撤去｣ を追加 し 、 こ れ に必要な手続 き

を土地改良法に明確化す る こ と 。

提案 5 国営造成水利施設の維持管理に係る農家負担の軽減について

巍状と謙譲

国営事業で造成 さ れた水利施設は、 高度で広範囲な管理が必要な た め 、 管理経費 も 多額

な も の に な っ て い る 。 一方、 国営事業の完成 ま で に長い年月 を要す る う ち に農業情勢が大

き く 様変わ り し 、 農産物価格の下落、 農業者の減少、 高齢化、 後継者不足に伴 う 農地の荒

廃な ど、 農業を取 り 巻 く 環境は年々 厳 し さ を増 し てお り 、 計画 どお り の水使用が困難で、

管理財源の確保が難 し い状況 と な っ て い る 。

ま た 、 地域に よ っ て は落雷等に よ る災害が発生 し技術的な対応に も苦慮 し て い る 。

提廉ゆ肉養

国営造成水利施設は地域の社会的基盤維持 と い う 観点か ら 、 事故 ･ 災害時の支援の充実

と管理支援事業の継続及び充実。
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提案 6 国営 (中海 ･ 弓浜半島) で造成された水利施設の機能監視体制の
確保について

環状と議題

中海淡水化中 止に伴 う 代替水源と し て米川 を有効活用す る た め 、 現在、 国営事業 (中海、

弓浜半島) に よ り 干拓地内の た め池や米川用水路か ら の送水施設等代替水源施設を整備中

で、 平成23年度に は完成す る 予定で あ る 。

し か し 、 米川土地改良区は従来の暫定水源施設を管理 し て き た経験か ら 、 新た な恒久施

設を使 っ て米川か ら計画通 り 送水で き る の か、 維持管理費が増大す る ので は な いか 、 あ る

い は不測の事態に対応で き る の か等、 供用開始後の施設管理に大き な 不安を持 っ て い る 。

　　　　　　

干拓地内のた め池や米川用水路か ら の送水等代替水源施設が、 供用開始後適切 に機能発

揮す る こ と を確認す る体制を国 に お い て整備す る こ と を要望。

提案 7 農業水利施設ス ト ッ クマネジメ ン ト事業の運用について

騨状と議題

地域農業水利施設 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 事業の創設で、 地域農業を支え る水利施設につ

いて、 基幹か ら末端に至る一貫 し た マ ネ ジ メ ン ト への公的支援が充実す る こ と と な っ た 。

各県で は 、 今後の事業推進に あ た り 、 (適正化事業 も 含め た ) 導入す る事業や事業主体の

選択な ど の ルー ル作 り が行われて い る 。 こ れ ら施設の維持管理は、 そ の大半を土地改良区

で行 っ て い る が、 こ れ ま で、 現状把握か ら診断、 事業化、 調査設計に至 る ま で県 上述 と連

携の も と に進めて き た経緯があ る 。 すで に県営事業で実施 さ れて い る 地区 も あ る が契約制

度の改革が始ま っ て以来、 業務 は競争入札に付さ れ県 t連は参画出来てい な い 。 県土連の

運営上の問題ばか り で は な く 、 土地改良区 と の信頼関係維持に も 困惑 し て い る 。

提案縄内春

農業水利施設の ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト に かか る事業の整理 と 事業実施にお け る 県土連の

役割 (位置づ け ) 確保。

提案 8 団体嘗調査設計事業の対象事業種の拡大について

現状と課題

現行の団体営調査設計事業実施要綱に よ る事業種類は、 土地改良法に基づ く 土地改良事

業計画 と 全体実施設計を兼ね た書類を作成す る 業務、 及び農業集落排水事業に係 る も の等

と な っ て い る 。

農道保全対策な ど施設の修繕 ･ 更新に係 る事業は、 土地改良法に基づかな い た め 、 団体

営調査設計事業の対象外であ り 、 こ れ ら の調査設計は単独市町村費等で対応 し て い る 。

施設の修繕 ･ 更新に係 る事業の必要性は増加 し て い る が、 市町村の財政的理由等に よ り 、

調査着手が遅れ適期適切な事業実施に支障を き た し て い る 。

縫案鱗内容

団体営調査設計事業の対象車業種の拡大。

提案 9 中山間地域における営農条件整備のための土地改良事業費全額国庫
補助について

環状と議題

過疎化 ･ 高齢化が進み、 耕作放棄地が増加す る 中で、 営農条件が悪い た め 、 担い手等へ
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の農地の集積がな か な か進ま な い現状であ る 。 ま た 、 生産条件が平均に比べ劣悪であ る た

め 、 担い手 自 ら 、 営農条件整備の た め の投資は全 く 出来な い状況で あ る 。 担い手に集積 し

営農意欲向 たの為の区画整理、 膿道整備、 用排水路整備、 暗渠排水等整備の全額国庫補助

の条件整備が望 ま れて い る 。

提案鯵内寮

中山間地域に お いて 、 担い手等が営農意欲を高め る た め の 、 土地条件整備に係 る経費全

額国庫負担制度の創設。

提案↑ 0 水田汎用化に資する国策による再整備事業の創設について

讓厭と課題

農業農村は安全 ･ 安心な 食料の安定供給に大き な役割を担 っ て い る が過疎化、 高齢化な

ど厳 し い現状に よ り 耕作放棄地 も拡大す る な ど危機的な状況に あ る 。

わ が国の食料自給率向上の た め に は 、 基盤整備 さ れた優良農地を フ ル に活用 し 、 大豆、

麦等の作物生産を 可能 にす る 汎用化が求め ら れ る が地方財政の悪化 と 事業費の農家負担が

大 き な課題 と な っ て い る 。

提案の内寒

基盤整備さ れた優良農地に麦 ･ 大量等の作付けが可能な排水改良等再整備を県、 市町村、

農家の負担を伴わ な い よ う 国策 (国賀100% ) に よ る 水田汎用化対策を提案す る 。

提案門 小規模ため池改修及び単独でのため池廃止への補助制度の拡充について

現状と課題

中国四国管内 に お いて は 、 小規模な農業用 た め池が数多 く 築造 さ れて い る が、 老朽化 し

た た め池や放置た め池が多 く 存在 し て い る 。

今 H の農村地域は、 高齢化、 後継者不足、 過疎化、 混住化の進行等に よ り 農業従事者が

減少 し 、 た め池の監視が手薄 と な り 、 た め池決壊の危険性が増大 して い る 。 台風、 柴 - r1豪

雨や地震等の災害に よ り 下流域の貴重な財産等に被害を及ぼす恐れが あ り 、 こ れ ら の た め

池を 早期に整備及び廃止す る必要があ る 。

過去に放置た め池が決壊 し甚大な被害が発生 し た こ と も あ り 、 危険た め池の改修、 放置

た め池の廃 止の必要性を痛感 し な が ら も 、 農家の経費負担面か ら事業実施に踏み切れな い

実態があ る 。

提葉の肉春

小規模た め池改修及び単独での た め池廃止への補助制度の拡充。

提案1 2 農林地への土砂災害対策の推進に必要な事業の創設及び財政上の

措置について

廳厭と課題

農林地の土砂災害防止の ため 、 良い年月 をか けて地すべ り 対策を実施 し て い る が 、 施設

造成後かな り の年数が経過 し た施設 も数多 く あ り 機能低下が懸念 さ れて い る 。 そ の た め 、

予防保全の た め の施設の機能診断 と それに基づ く 長寿命化や機能強化を図 る た め の対策上

事が急がれてい る 。

提案鱒内容

農林地への ヒ砂災害対策の推進に必要な事業の創設及び財政 主の措置を図 る 。
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平成21年 3 月 27 日 、 鳥取県知事公邸に お い て 、 平成20年度農用地等集団化優良地区表彰農

林水産大臣表彰伝達式が行われ ま し た 。

岩美土地改良区の大谷地区は、 平成12年度~19年度にか けて県営経営体育成基盤整備事業

を活用 し 、 農地集団化に取 り 組み ま し た 。

○従前56 1団地か ら換地後2 1 1団地 と な り 集団化率91 . 8% を達成

○農事組合法人の設立に よ り 、 地区内農地の約 8 割を利用集積 し 、 大幅な生産 コ ス ト の低

減を実現

○生態系保全型水田整備事業に取 り 組み 、 土地改良事業 と環境 と の調和を図 り 、 地域の交

流イ ベ ン ト の 開催を と お し て地域の活性化に貢献

こ れ ら の功績が高 く 評価 さ れ 、 農林水産大臣賞を受賞 さ れま し た 。

′ ! ‐ ′
　 　 　 　 　 　 　 　 　

J ･ メ ー メ . ･ T - ′ ‘ ‐ -

r ‘ ′ ‐ . き
増こ く ･ 孕 もゞよ そも ち一 こぎ きき挫き繋駕"

。 ′ なさ ;へ さき ‐ - ふ き キメ

　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　
- ‐ 、 ‐ 〉 r M約め 、 .

^ ^ ▲ } 、 レナ′ごと)~

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　　

　 　　 　 　　 　 　 　 　 　
〉 ' … し 、 . } ‐" ▲ ゞ 、し

、 れ ぬきり-" ′ '飛 ぼ Yメ ト

l 受賞関係者の皆様 J

中国四国農政局農村計画部 高橋禎一

部長よ り 表彰を受ける竹内肇理事長
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こ ぎメ ー と な , ｢ 『 議 - 一8 ゞ … % ^ -▼“-…… … し き

　 　 　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 　 　 　 　 　

本会で は本年度よ り 、 ｢ふ る さ と 雇用再生特別基金事業｣ と ｢緊急雇用創出事業｣ の交付

金を活用 し た鳥取県の緊急雇用対策を受託 し て 、 離職者等に雇用機会を創出す る 事業を支援

し て い ま す。 以下の内容の事業を実施 し 、 延べ55人の新規非常勤職員を雇用す る予定です。

○ 委託事業および新規雇用者数

① 基幹水利施設緊急調査事業 12人

② 水田 フ ル活用の た め の排水不良解消緊急対策事業 14人

③ た め池台帳整備緊急対策事業 12人

④ 水土里情報 シ ス テ ム刺活用促進支援事業 15人

⑤ 水土里情報 シ ス テ ム運用管理支援事業 2 人

0 事業内容

は基幹氷奉lj施設緊惹調糞事業雙

基幹的な農業用 の取水施設 (頭首下、 樋門な ど) や水路を適正に管理 してい く た め に 、

現地調査や資料整理を行い施設台帳の デー タ ベ ー ス化を し ま す。 ま た併せて施設周辺の草

刈な どを行 う も の です。

【水曲 フル活用のための排水不良解消緊急対策事業罰

水府 を フ ル活用 し て国産大豆な どの 自給率を向上さ せ る た め水 は け の悪い く排水不良)

水田 を解消す る た め 、 現地調査やモ デル的な対策工事を実施 し ま す 。

露ため池台帳整備緊急対策事業羽

県内 の 200箇所程度の た め池を対象に現状を把握 し適切な維持管理に活用す る た め 、 た

め池か ら の漏水や ひ びわれの有無な ど を現地調査 し ま す。

【水主翼情報システム利活籟促進支援事業難 ･ 露水雲壁情報システム邇糟管理支援事業諺

平成18年度か ら農林水産省の補助事業 ｢水土里情報刺活用促進事業｣ を本会が事業実施

主体 と し て 、 農地の地図情報を整備 してお り ま す。 そ の事業を補完す る事業 と し て 、 農地

以外の地図情報を併せて整備す る こ と で 、 よ り 利活用 し 易 い シ ス テ ム をつ く る も の です。

- 12 ･一
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5 月 23 H (土) 湖東大浜土地改良区主催に よ る 湖山砂丘サ ツ マ イ モ づ く り 作業体験が行わ

れ 、 地元農家、 湖山西小学生、 住民、 鳥取大学の留学生、 大学関係者が参加 し植え付け作業

を行い ま し た 。 途中か ら 雨に見舞われま し たが、 最後ま で た く さ ん の参加者に よ り 賑わ い ま

し た 。

同改良区の船越筆頭理事あ い さ つ の後、 県農業改良普及員、 改良区理事の説明の あ と ｢紅

あずま ｣ ｢余時｣ と い う 品種の市を植え付け ま し た 。 そ の後、 昔な が ら の水や り 、 い わ ゆ る

｢嫁殺 し ｣ と 言わ れた作業の実演がお こ な われ、 砂 丘地農業の き び し さ を実感 し て い ま し た 。

こ の取 り 組み は 、 今年で 7 回 目 と な り 、 乾燥地農業で有名 な こ の鳥取砂丘の新た な特産品

と し て P R し て い き た い 、 と の こ と で し た 。 ち な み に収穫祭は 10月 3 曰 く土) を予定 し て い

ま す。

殴地での植ぇ付けを楽 し祷葬覇可-

　 　

L いざ挑戦 事 ･ ･苦 しそ う ? ｣1 ｢嫁殺 し 一 の実演 l

- 13 -
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本会で は 、 平成2 1年 4 月 1 日 付けで人事異動を行い ま し た 。

今回 は、 事業管理課を鹿 正 し 、 新た に地域支援課、 地籍換地課を新設す る機構改革を実施

し ま し た 。

t な 異動内容は 、 事務局次長に西村慎一事業管理課長 (昇任) 、 総務課長に 田渕隆文倉吉

事務所長、 地籍換地課長に 田中書章鳥取事務所長 (鳥取専務所長兼務) 、 倉吉事務所長に 山

木秀延事業管理課長補佐 (昇任) がそれぞれ就任 し ま し た 。

ま た 、 岩美町派遣の野崎悦生課長補佐が地籍換地課に 、 引 き 続 き 冨田幸宗主任が同町へ派

遣 と な り 、 今年度新た に智頭町へ前田浩司課長補佐が派遣 と な り ま し た 。

平成2 1年度の組織図は 、 次の と お り です。

鳥取県土地改良事業団体連合会組織図
平成21年 4 月 24 日 現在

監 事 会 長 木付 箋 理 事

代表蕪二 両 .= , 博昭 “、 j l t土 地改良 客理事長)･ 竹 内 功 (鳥歌 市民) 杉原 義人 、 天神-f t地玖良 一 (雑事民 ]-
監 事 宮脇 正道 く場製 ゞ反則 長 〉 副 会 長 河本 幹“、薬円『胆改員医端粛辰〉 榎本 武木質岩美町民) 松木 正志陳情町上地效 文区粁l型 辰 、

渡邊 船美化靴 - - 右 \ 上地故轢 く班事 気 高 兄 則夫 { ノ泊 転封げ破き - ( 理中 兵 ｣ 伊塚 福 、 西部 t地政別〆迎撃鱈峠 辛 大脇 清意 ( 大 山 田 捺地-〆土地改艮Kg基 合理事兵)
腕 皿 竹山 で郡家ユ地改良区理事長 ) 竹内 故朗 前 府町長)
辰谷川 稔 (倉 岳 市長)

松嶋 晃室

I TK 糜男

西月 京一

小 野 ) 人 - 7 度の ′ 、 1 3 〔 1 つ> /･ 0 複ルヘ ひ くめ人 ○ ′ 3“、 {J 作 り、
総 務 課 地域メ ー 課 地莞換地謀 管燃増噂センタ ‐ 、地セン ター 水土三情報サシデ 涎 “英 一務平｢-
課 長 田渕 陰文 課長 {兼 ｣ 霜村 慎一 孫 長 -ヰ 申 さ草 所長 く兼 ) 怪 -掎 俊文 所長 く故 ′ 州 + 美千代 所長 (謙5 友木 暮橇 管理匙柴土 く 教 ) 官 仝 覇で樹

- 緊急雇乕 対 策担 当 ) {廃急雇用 対綻総指) {緊急疎 叩対策担当 ′ ± ‘鬘兼) 熊 -幸 良 行 土化 (兼) 古村 香織 ( 緊急雇自粛策担当 ′
課瓜 荷娑 山 口 語 -" 課天 衞佐 官太 英樹 [ 事業膿 “ - ) 課長 輔 佐 野崎 ･脱牛 二l二低 く糸 ) 山本 恭監

き窓縦企画係) 課〆と補佐 雪岡 秀幸 【 倉 吉町 内, 1 課長補佐 口 中 美千代 土色 (燕旗で 中 良行
係長 く淋ノ ー I l i l 浩 史 課長続性 熱願 f咳 女 ぐ旨 等 倉･呵m ヨ - (地繕調査係)
主 任 古村 舌菰 課長 ト砦佐 坂 ノミ 顔蛙 - 桁報 ふ く' 等ー塒 係良 ‘米、 日 中 芙ず代

( 総理係} ( 情報シスぅ 4,係 、 土 年 譜瀬川 賀 た 【 米 T 町布 】
係 屋 山崎 ハ、き･ 係 良 く兼) 暖衣 観察 主 筆 洋中 学

野火造脇爛 】 土 佐 - I l 本 恭也 主 任 千歳 一弘【 倉古耽れ】
(宥頭町′ 前 田 浩司 (情鱈企画係 ) 礫凹 員 寺垣 彰二
(砦表町) 冨 田 率宗 係長 (旅) 尾崎 俊 文 (艇地係)

主 繹 鰓中 貝句 べ系 艮 西村 厚 字【 倉 古炉杵 1
(事実1係 ) 主 任 行川 悟【 倉 吉駐在 】
係 屋 岸田 部掾 【 蕊鞁市牡芥 】 ( 測量係)
主 任 柏木 大 ｢を ･ 【 鳥 取中井存 1 係長 (蕪 ) 野崎 障生
主 任 有沢 燈実 主 佐 藤原 料 -と
主 任 木村 縦基【 ,膊敵 中頻度】 上 -圭 浜 田 智広
主 任 福 田 擦治 主 任 谷川 剛司 【 倉 吉駐在】

{事業2係 ) 技 師 徳酬 享 硲輪 古町杵】
係 長 池 口 宗像【 事子駐在 】 (図 化係)
上 任 浦部 俊一 【 米 了 炉存 1 係 ‐辰 (兼 - l l 1 中 美千代
土 任 森 l盗 旨= 倉 吉瀞杵 】 嘱 託 石川 紀子
主 任 坂本 牟礼朗く r･射れ 1

反 日中 澤 麻衣子【 米 内乱 こ 】

所長 (寮) 図 ‐ 喜学 所 長 山 本 秀担 所 長 m ･寸 為- - ;
次長 (兼) 宮本 爽閥 (緊急雇用対鎌相当 > (緊急碓用 対策 す増し )
故ス (様) 日 中 美-ト イ ミ 次 良 白 岡 方工 係 長 油 ロ 宗猿

係 き 西村 厚子 主 任 酒瀬川 焉充
主 宰 石川 憎 土 伍 浦部 俊一
主 年 森 隆司 土 鮭 寮忘 年礼
子 半 千鼾 一弘 技 師 樫 隊 女子
上 位 谷J I I 副 司 t給乱環G 1 池 口 宗徳 ‘ 中海干拓鯰報市業所 i
該 葡 徳田 享裕
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灘鬘鬘盪讓皺淺潅護教養榊乱雲さま巽ききゼミ蓬まき淺総≦套"饑*き‘な

農地や磁鱗癰ぎ硼鰊準瘢釀鱈礎邊繊衰せ沌瀞褻
‐ 農地有効利用支援整備事業 -

本年度か ら農地や農業水利施設等の簡易な整備を支援す る新た な事業が始ま り ま し た 。

こ の事業は、 食糧供給力の強化を図 る た め に 、 部分的な農地の排水条件の改良や用排水施

設の変吏又は施設管理の省力化への対応を 、 迅速かつ き め細やかに行え る よ う 、 営農体系の

変更の た め に必要 と な る 簡易 な基盤整備等につ い て支援す る も の です。

○事業内容

以 下 みこ掲げ る事項の た め に必要 と な る 農地や農業水利施設等の簡易 な整備を行え ま す。

1 地域が 目指す営農体系への変更及び そ の定着

2 施設管理の省力化

3 耕作放棄の未然防 止

○要 件

単年度で施工可能な も の と し 、 既存施設の整備を行 う 場合は ] 箇所当た り の上事費が20

万円以上200万円未満 と し ま す。

○助 成

国が費用の 1 / 2 を補助 し ま す。

残 り の 1 / 2 につ い て は県 と 市町村が一 割≦を負担す る予定ですが、 そ の負担割合等は未

定です。

0申 請 先

鳥取県土地改良事業団体連合会

○申請期限

平成2 1年度 は 10月 上旬の予定です。

詳細 につ き ま し て は 、 以下ま でお問 い合わせ下 さ い

,鳥取県土地改良事業団体連合会 地域支援課 085 7‐38‐9500

各 出先事務所 鳥取 085 738‐9700

倉吉 085847‐0055

米子 0859‐3 2 ‐9 7 10

一 1 5 -
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｢いのちを育む農村｣作文コ ンクール作品募集のご案内
をづ 〉 ‘ ' ^ ' ‘ ' " …‘ 、 . ･ ゞ ‐ ＼ ≦ ◇ ‘ / ‘ も も′ き く " ‐ が ん‘ ^ ^ふた･ 一

:に

も 本年度.寿小学生を対象に hいのちを育む農村] 作文コ ンクールを実施いた し ます。 このコ

ーンク★ルはミ 次世代を担う子どもなち に作文を通して豊かな自然ゞ 、農村ゞ 農業、 ふる さ と等
ノ の良さを再発見 しても ら う‘と共に、 その思いを農業 ･農村整備 【こっなげてい く、 ため 【こ実施 し

- ています。 平成 9年度か ら実施され、 今回で 1 3回目 とな り 、 た く さんの子どもたちの農村、

, 農業V ふるさとへの想いの作品が集ま っ ています。 今回もた く さんのご応募をお待ち してい

- - ます。 ･

, 館も 募集内容 ＼

- ! = ) 応募資格 - 県内各市町村の/｣}学生 ( 4 年生以上)

- - ･ 特選、 準特選の者は、 本会が開催する大会 ( ↑ 2月 平 日 ) にて朗読 して

‐ し 、たたき ますので、 学校の了解を得る こ とができ る こ と 。

(2) 募集期間 ｢ 平成2 ↑年 9 月 24 日 .締め切 り

(3) 規 格 ゞ ~ン市販の400字詰め原稿用紙3 枚程度。

(4) 応募方法 原則 と して 体交か ら 3 点以内

･ 入賞者の朗読があ り ますので、 学校を通 して く ださ い。

(5) 内 容 ･ 農業は、 みんなの大切な食べ物、 お米や野菜や果物を作 っ ています。

･ 農村は、 その農業を支える場所です。

･ 農村は、 水 と土と緑が豊かで、 生き物の命を守 り 、 自然 と のふれあい

や、 お祭 り な ど伝統的な行事がた く さんあ り ます。

2 。 各 賞

特 選 1 点 (賞状と副賞)

準 特 選 2 点 (賞状 と副賞)

佳 作 数点 (賞状 と副賞)

※ 参加賞も有 り ます。

3 “ 実施要領敷が問い合わせ先

詳細は、 実施要領に記載してあ り ますので、 水土里ネ ッ ト と っ と り (鳥取県土地改

良事業団体連合会) ホームページ htt p ://www .tot i re n g og o n eto r . i p/ の新着情報

にて取得するか、 以下にお問い合わせ く ださい。

〒 680‐09竹 鳥取市千代水 4 丁目 37番地

TEL 0857 -‐ 38 - 9500

水土里ネ ッ ト と っ と り 搦薹癈孃壤騨孃釀癩騨滕
(鳥取県土地改良事業団体連合会) 鱗壤騨讓襲職鱗讓轢群餐撚

総務課

- 16 -
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囮 同 日 日
本コンテス ト は平成 6 年度か ら実施 し、 今年で飴回 目 と な り 、 前回まで に 1 , 976作品の応募の中、 359作

品が入選されま した。 入選作品は、 県庁 2 階ギ ャ ラ リ ー、 鳥取二十世紀梨記念館での展示、 各種広報物へ
の掲載など農業農村がもつ ｢ふる さ と ｣ の魅力を広 く 訴えています。 今年もみなさまのご応募をお待ち し
ています。
　 　 　

-、 丁 - マ } … … … … 『農村の風景』

農村に は四季の移 り 変わ り と と も に 、 農業の営みに よ る育み、 受け継がれ 1 爵　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
や艇などゞ橋震地学が廳↑震源 震村環境など鰈ぽいE言甚--る役割 . 効果等々 、 私達雑きるため に必要な 泳｣ ｢±｣ ｢緑｣ を中心砺霊鬮講じ .【広く 農村“風景を と らえた写真を募集 し ます。 ･ 三豊を君
(応募要領)

n面藤特選 父ち ゃんハイ ! i

o応募資格

0応募規定

0締め切 り

○送 り 先

0問合せ先

0審 査

0入選発表

=憂秀作品 )

･ 鳥取県に在住の方、 又は通学、 勤務する方

･ 応募作品 は県内で ↑ 年以内 に撮影 した未発表のもの。
･ カ ラープ リ ン ト 四切 り (ワ イ ド 四切 り でも可能) で、 単写真に限 り ます。

･ 作品 俳 点ご と に応募票 (自作可) を添付 し 、 応募票に は住所、 氏名 、 年齢、 職業 (学生の
場合は学校名、 学年) 、 電話番号、 撮影場所、 撮影年月 、 作品の題名を記入 して下さ い。

･ 人物が被写体の場合は、 本人か ら応募について承諾を得て下さ い。
･ 応募作品は原則返却致 し ません。 なお、 入賞作品 は後日原版 (ネガ又はポジ原板) の提
出をお願い し ます。 また 、 デジ タルカ メ ラで写した写真も対象と し ますが、 入賞 した場
合は J P E G で提出願います。

･ 入賞作品の版権は、 主催者に帰属 し ます。

平成2 1 年 ↑ o月 30 日 必着 , 緘 - -釀朧業讓讓讓釀鱸簾孃讓 ,〒 680 ‐ 09 ↑ ↑ 鳥取市千代水 4 丁目 37番地

　　　 　 　 　 　 　 　 　

フ ォ ト コ ンテス ト 2009係 ;麓簸学驫鷄
T EL (0857 ) 38‐9500 担当 山 口

E‐ma i I h i ros h i y@tot i ren gog o n e t . o r . i p

FAX (0857) 38 ‐ 9 5 77

詳細な実施要領応募用紙は、

ホームページhtt p ://www . to t i re n g ogo n e t . o r . i p/

の “新着情報" か ら取得で き ます。 !,

主催者代表で構成する審査委員会において行います。
平成2 ↑ 年=月 中旬 (予定)

入賞者に直接通知、 鳥取県土地改良会館において表彰 し ます。
特 選… …………… …… 倖 点 (表彰状、 賞金 3 万円)
準 特 選…………… ……… 2 点 (表彰状、 賞金 2 万円)
佳 作…………… ………数点 (表彰状、 賞品)
山陰フ ジカ ラ -賞…… …… 乍 点 (表彰状、 賞品)

鳥取県農地 ･ 水 ･ 環境保全協議会会長賞…… ↑ 点

/--- ＼

![ 2008準特選 花と遊ぶ【 l

(表彰状、 賞品)

注ぎ獲ら 木上野 ッ ト も ど り (鳥取県土地改良事業団体連合会) ( 2008準特選 5 月の山里 Y

- 17 -



7 月 刊 土 地 改 良 だ よ り 第 436 号

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　, ▼ - ′ ‘ . ･ , 一 、

。 趣職な -瀦

　　　　 　 　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　。 応募方法

未発表のもので、 四つ切 り 又は四つ切 り ワ イ ド サイ ズのプ リ ン ト を送付 (返却を希望する

場合は、 送料相当分の切手を同封 して く ださ い。 同封がない場合は返却いた しかねます。 )

入選作品の返却はで き ません。

画題、 住所、 氏名 、 年齢、 職業、 連絡先、 撮影 日 、 撮影場所、 た め池の名称 (不明の場合

は、 各都道府県の農林部局も し く は土地改良事業団体連合会に照会 して く ださ い。 ) 、 撮影

デー タ を応募票に記入の上、 平成2 ↑ 年 ↑ 0月 4 日 (当 日 消印有効) まで に送付。

応募作品の使用権は主催者に帰属 し ます。

送付先 全国水土里ネ ッ ト 内 ｢ため池のあ る風景写真コ ンテス ト ｣ 係

平 ↑ 02 ‐009 3 東京都千代田区平河町2‐7‐4 問い合わせ先TEL 03 (3 2 34 ) 55 9 ↑

. 審査発表

平成2 1年 乍 0月 に英 (はなきく さ ) 伸三先生を委員長とする審査委員会で審査 し 、 鮒 月 に開催

定の ｢農業農村整備の集い｣ (全国水土里ネ ッ ト 主催) で表彰、 展示。

。 賞~

･ 最優秀賞 筆 点 賞金 ↑ 0万円

･ 優秀賞 2点 5万円

･ 全国水土里ネ ッ ト会長賞 l 点 5万円

･ 特別賞 30点 各地の農林水産物

. 主催者等

主 催 全国ため池等整備事業推進協議会

協 賛 全国土地改良事業団体連合会、 各都道府県土地改良事業団体連合会

後援予定 農林水産省
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